
 

第１７８回教育研究評議会議事要録 

 

日 時 令和２年３月９日（月）１４時００分から１５時０５分まで 

場 所 本部棟５階 大会議室 

陪 席 千家監事 

欠席者 境評議員 

 

議  題１．島根大学学則の一部改正について 

   藤田理事・副学長から説明があり，原案どおり議決された。  

 

議  題２．国立大学法人島根大学管理学則の一部改正について 

   藤田理事・副学長から説明があり，原案どおり議決された。 

 

議  題３．島根大学大学院特別副専攻プログラムについて 

   荒瀬理事・副学長から説明があり，原案どおり議決された。 

 

議  題４．令和２年度計画（案）について 

   荒瀬理事・副学長から説明があった。 

   小俣評議員から，「研究に関する目標を達成するための措置」に記載がない研究に

ついては支援措置はされないのかという質問があり，秋重理事・副学長から，例えば

科研費の採択につながる支援等により記載がない教員の研究についても支援していく

との回答があった。軽微な修正に関しては学長に一任することとして，原案どおり議

決された。 

 

議  題５．名誉教授の称号授与について 

   学長から説明があり，原案どおり議決された。 

 

議  題６．全学共通教育の改革について 

   荒瀬理事・副学長から説明があり，原案どおり議決された。 

 

協議事項１．数理・データサイエンス・AI 教育の推進について 

   秋重理事・副学長から説明があった。 

   特に委員から意見はなく，学長から，意見があれば秋重理事・副学長に報告するよ

うに周知された。 

 

報告事項 

   学長から，報告事項については，「会議の効率的な開催について（申し合わせ）」に



基づき特に説明が必要な事項について報告する旨の説明があり、以下について報告

があった。 

  報告事項１ 

    「第３期中期目標期間における教育研究状況の評価（現況調査表【教育／研究】

の作成）について」は肥後副学長から報告があった。 

  報告事項３ 

    「令和元年度教育の質保証評価書について」は荒瀬理事・副学長から報告があっ

た。 

    学長から，教育の質保証評価書についての審議・協議時間を十分に確保するため

に，来年度はより早い時期に教育研究評議会に提案するよう意見があった。 

報告事項４ 

    「しまね産学官人材育成コンソーシアム（仮称）に関する協定の締結について」

は秋重理事・副学長から報告があった。 

  報告事項９ 

    「島根大学における大学評価に関する基本方針の廃止について」は吉田理事から

報告があった。 

   

田中法文学部長から，間接経費の配分比率変更後に増額された本部の配分額の使用方針

について確認があり，吉田理事から，学長・学部長等連絡会において報告する予定である

との回答があった。 


